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出　　演： 黒森神楽保存会共同監督： 大澤未来・遠藤 協［兼プロデューサー］　
製　　作： ヴィジュアルフォークロア
助　　成： 文化庁文化芸術振興費補助金
支　　援： 一般社団法人 全日本テレビ番組製作社連盟

機材協力： 小輝日文
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大津波を生き抜いた
黒森神楽［国指定重要無形民俗文化財］と
三陸の《現在》を描くドキュメンタリー
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生
き
て
い
る
人
も
訪
ね
ま
す
。死
ん
だ
人
も
訪
ね
ま
す
。

黒
森
神
楽
衆
は
、今
日
も
海
辺
の
村
々
を
廻
っ
て
い
ま
す
。

大
津
波
の
あ
と
も

祈
り
の
舞
を
続
け
る
黒
森
神
楽

春
に
な
る
と
権
現
様
の
お
供
を
し

て
岩
手
県
の
沿
岸
を
巡
る「
廻
り

神
楽
」。
黒
森
神
楽
は
三
四
〇
年

以
上
、
南
北
一
五
〇
キ
ロ
に
お
よ

ぶ
地
域
を
巡
り
続
け
て
き
た
。
海

と
と
も
に
生
き
る
三
陸
の
人
々

は
、日
々
の
生
活
や
人
生
の
節
目

の
祈
り
を
神
楽
に
託
し
て
き
た
。

こ
れ
ほ
ど
海
辺
の
人
々
の
人
生
に

寄
り
添
っ
て
き
た
神
楽
は
他
に
な

い
。
海
の
安
全
、大
漁
祈
願
、家
の

安
寧
、子
や
孫
の
健
や
か
な
成
長

を
舞
い
祈
り
、亡
き
人
に
は
神
楽

念
仏
を
捧
げ
る
。
こ
の
映
画
は
、

東
日
本
大
震
災
の
後
も
途
切
れ

る
こ
と
な
く
続
く
黒
森
神
楽
の

巡
行
に
密
着
。
震
災
か
ら
六
年
を

迎
え
て
、
な
お
激
し
い
変
貌
と
困

難
が
続
く
三
陸
沿
岸
の《
現
在
》と

《
人
々
》を
描
く
。

三陸の信仰とたくましさを描く
共同監督の大澤未来と遠藤協は、2012年
から岩手県宮古市の「震災の記憶伝承事
業」に参加し、被災地に通い続けて来た。
初監督作品となる本作で、三陸の豊かな信
仰、伝説や昔話を通して、度重なる大津波
を生き抜いてきた、たくましさの源を探る。
なぜ人々はこの地に生き続けるのだろうか？

黒森神楽は陸中沿岸の
人々の魂の拠り處

震災後もその生きざまに
寄り添い、支え続ける
 神田より子 ［民俗学者］

東北に根づく芸能には
困難から立ち上がる
魂が込められている 

二代目高橋竹山
 ［津軽三味線奏者］　

神楽を次の世代に
引き継ぐのが私の使命
この映画はそれを
後押ししてくれる

松本文雄 ［黒森神楽保存会代表］

 2018年新春 ポレポレ東中野にて公開決定！！
［JR総武線・都営地下鉄大江戸線 東中野駅より徒歩1分］

詳細は「廻り神楽」公式ホームページにて！

?釜石PIT: 10月14日 ?宮古シネマデアエル: 10月15日～
?大槌マストホール: 11月12日 ?久慈アンバーホール: 11月26日岩手県沿岸各地で続々上映


